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横浜野島海岸と三浦半島小網代干潟において多毛類の棲管中に見いだされた

ハモチウロコムシ（環形動物門， 多毛細，ウロコムシ科）

西栄二郎

Eijir叶lNishi: Symbiosis of Lθpidonotus dentatus Okuda, 1954 (Polynoidae) with 

Terebellidae and Onuphidae Polychaetes in Yokohama and Misaki, Miura Peninsula 

(Annelida: Polychaeta) 

Summary: The polynoid scale worm Lepidonotus dentatusOkuda, 1954 was found in the tube of Diopatra 

sugokailzuka, 1912 at Nojima, Yokohama, and in the tube of Thelepus japonicus Marenzeller, 1884 in 

Koajiro mud-flat in Misaki, Miura Peninsula. The taxonomy and ecological characters of the species 

are noted. 

多毛綱ウロコムシ科は多くの種が赫皮動物や腔腸動

物などに共生することが知られている（Martin and 

Britayev, 1998）。 日本においても多くの種が共生種とし

て記録されてしも（例えばOkuda,1936；内田， 1992;

Sato et al., 2001:，西ほか， 2002）。ハモチウロコム、ン

L申~donotusdentatus Okuda, 1954は松島湾や深浦， 向

島の潮間帯から記録されてしも（Okudaand Yamada, 

1954；今島， 2001)。今回，この種が潮間帯の管棲多

毛類と共生してしも例が見つかった。岸ほか （1994）に

よる小網代干潟の生物相報告や野中・ 萩原（2001）の

横浜沿岸動物相調査報告にハモチウロコムシは含まれて

おらず， 東京湾と相模湾からの初記録である。

採集地と方法

横浜市野島（図lA）と三浦半島小網代干潟（図lB)

の潮間帯において，多毛類の採集を行った。スゴカイイ

ソメやフサゴ、カイ科の採集にはスコッフ。を用いた。採集し

た虫体は実験室内において10%海水フォノレマリンで、固定

夏島

し， 数日後に70%アノレコーノレに置換した。今回使用し

た標本はすべて千葉県立中央博物館分館海の博物館

（登録コードはCMNH-ZW）に登録 ・保管されている。

結果と考察

ハモチウロコム、ンL句DJdonotusdθ刀tatusOkuda, 1954 

図2, 3, 

Lθρiaα1otusaθ刀tatusOkuda,1954.一Okuda剖1dYamada, 

1954, 177. 今島， 2001, 96，第四図 ．

検討標本.CMNH-ZW01434, 1個体，横浜市野島，

野島海岸，砂浜i朝間帯，スゴカイイソメの管中より採集，

2002年6月15日，西栄二郎採集.-ZW01435, 1個体，

三浦半島小網代湾奥，小網代干潟，砂泥底，潮間帯，

ヒャクメニッポンフサゴ、カイの管中より採集， 西栄二郎採

集。

宿主のスゴカイイソメはCMI¥HZW01436，ヒャクメニッ

ポンプサゴカイは ZW01437として登録・保管してある。

小網代の森

B 

図1 採集地 （・）， A 野島海岸と野島水路， B 三浦半島小網代干潟スケールは100m
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図2 ハモチウ口コムシ（小網代産， CMNHZW 01435) A，頭部背面 第1背鱗（左右両方）と第2背鱗（右側の

み）を除いてある B，体後端部 C，第8体節右側庇足，前方より見た図 D，同C，上側が腹側巳卵 F, 

第8背鱗 G，背鱗上の小突起1 上面図（上）と側面図（下） H, I，腹剛毛スケールは1mm  (A,B), 0.2 mm  

(C, D), 0.05mm (E), 0.5mm (F), 0.0125mm (G, H, I) 

形態．野島産－ZW01434，体長16mm，体幅5m

m （沈足含む）, 26体節；小網代産 ZW01435，体長

22mm，体幅6mm, 26体節， 2個体共に背鱗は12対

で，背鱗，体節，触手等の脱落はない。前日葉は幅

広く， ほぼ5角形， 中央感触手の部分でへこむ。 2対

の眼は小さく， 後方の対は眼聞の距離が前対より小さ

い。後方の対は前口葉後端に位置し，第2背鱗対に隠

れてしも（図2火は第1背鱗（左右両方）と第2背鱗（右

側のみ）を除いた状態の図）。前口葉の先端中央から

中央感触手の基節が生じる（図2A）。中央，側感触手，

副感触手すべて平滑で、， 中央は側感触手よりわずかに

長く，副感触手は側感触手の約2倍。吻の先端には9

対の乳頭状突起と2対の顎がある（図2A）。背鱗は12

対あり，体背面を覆い，背面中央部で左右の背鱗が重

なる（図2A）。背鱗は灰白色でほぼそら豆型，小突起

が散在し，中央には一個の大突起がある（図2A, F）。

第1背鱗には大突起はなく，第2背鱗の突起は丸く膨ら

み，第3背鱗から第 12背鱗まで、は先端が尖った突起を

そなえる（図2A, F）。背鱗の小突起はカッフ。状で（図

2G），大突起の表面と大突起周辺，背鱗の辺縁部にお

いて密度が高く（図3A），それ以外の場所においては

わずかに密度が低い（図3B）。背鱗に縁毛はない（図

2F）。体後端には太短い縁毛がある（図2B）。庇足は

2叉型であるが，背足枝は小さく，黒い足刺を備え，岡lj

毛を欠く（図2C）。背鱗をもたない沈足（図2C）の背

触糸の基節は長く，円錐形，背触糸は長く突出する（図

2 C）。腹足枝は突出し，先端は2または3葉に分かれ，

多くの腹剛毛をそなえる（図2C）。腹剛毛は6列に並び，

各列に5～8本の剛毛がある（図2D）。腹剛毛の先端は

単叉型で，その下に6～12歯の鋸歯状突起列がある（図

2H, I)。背鱗の下に卵が多数見られ， 球形または楕

円形，直径120～150μ m （図2E）。

分布．横浜市野島海岸の潮間帯の砂泥底に分布す

るスゴカイイソメの棲管内から見いだされた。その場所か

らは，50個体以上のスゴカイイソメを採集したが， ハモ

チウロコムシの共生が見られたのは1個体だ、けで、あった。

小網代干潟においても約30個体のヒャクメニッポンフサ

ゴカイを採集したが，ハモチウロコムシの共生は1例のみ

であったO

特記．今回採集された個体は， 背面や庇足，背鱗

に白斑がなし、ことを除けば， Okuda and Yamada (1954) 

の原記載と違いはない。松島湾産の個体は体長 14m

m，体幅2.5mmで、あったが，東京湾産のは若干それよ

り大きく，体長16mm，体幅約5mm（庇足を含む），相

模湾産のはさらに大きく， 体長22mm，体幅6mm（沈

足を含む）で、あった。内田（1984）は紀州産Lep1donotus

属について，今島（2001)は日本産の同属についてま

とめているが，ハモチウロコムシは背庇枝に剛毛がないこ

と，背鱗に大突起があることで、他種と容易に区別がつく。

酒井ほか（1996）と佐藤（2000）は九州産のニッポ

ンフサゴ、カイにはナガワロコムシが， ヒャクメニッポンフサ

ゴカイにはヤチウロコムシがそれぞれ共生することを報告
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図3 ハモチウロコムシの背鱗上の小突起 A，辺縁部 B，辺縁部と中心部の中間部

している。相模湾東岸に位置する小網代干潟から採集

されたヒャクメニッポンフサゴカイにはハモチウロコムシが

共生し，またこのハモチウロコムシは東京湾西岸の横浜

野島においてはスゴカイイソメにも共生していた。小網代

干潟からは同時にナガウロコムシが採集されたが， ヤチ

ウロコムシは採集されなかった（西，未発表）。横浜野

島沿岸からはヤチウロコム、ンが記録されているが（野中・

萩原， 2001)' ナガウロコムシの記録はない。ウロコム

シ類の共生関係にはある種にのみ共生したり，いろいろ

な宿主に区別なく共生する例がある（Mart凶andBritayev, 

1998）。本邦における多毛類の共生関係の解明には， さ

らなる共生例の積み重ねが必要であると考えられる。
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